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レブンクル自然情報
E-mail: rebuncle@lilac.ocn.ne.jp 

　けがした鳥、死んだ鳥、けがした動物、死んだ動物、見つけたら連絡して下さい。 電話6-1089　宮本

カラーで自然情報を「礼文島のHP　http://www.h3.dion.ne.jp/̃ishida_h/index.htm」 　　　　

　　　　　　　　　　「ゆうひの丘のHP　http://homepage1.nifty.com/seikanso/　」

自然情報は「BOOK愛ランド礼文」にあります。

　自然クラブ活動報告　http://www.info-
forestry.go.jp/mori_nps/yamase/index.htm
自然観察、植樹や環境整備活動に参加しませんか？

2002年の幕開け
2002年正月は暖かく、穏やかな日でした。稚内

では10年ぶりに水平線からの日の出が見られた

そうです。残念ながら礼文島では利尻の山に雲

がかかり、雲の隙間からの日の出でした。でも

一日穏やかな曇の日で、初詣も楽でした。正月

が明けて道内は大雪が降って、交通機関が麻痺

した日もありましたが、礼文島では雪も少な

く、プラス気温の日もありました。利礼航路が

欠航した10日も礼文島東海岸では特に荒れた様

子もみられませんでした。さらに、1月には珍し

く、8日にはみぞれが、15日には雨が降りまし

た。暦では五日を小寒と呼んで、それから九日

目に降る雨を「寒九の雨」と呼び豊年の兆しだ

そうです。1日違いですが礼文島も豊漁の年にな

ればいいなと思います。

　礼文島のテレビ放映（テレビ朝日系全国放送です）

　2月3日（日）HTB放送1400～1525

　　「日本最北の愛しき野生たち」

　利尻・礼文・サロベツの四季　音楽語り　加藤登紀子

　人と自然をテーマに、サロベツは富士元寿彦氏、

　利尻は小杉和樹氏、礼文は杣田美野里が出演します。

　礼文島・冬山の楽しみ
さて年末年始の休暇を利用して道内のスキー場に

出かけた島民の方も多いようですが、礼文島もス

キーシーズンになりました。香深の富士見ヶ丘ス

キー場の醍醐味は晴れた日の利尻富士を眺めて滑

るゲレンデです。上空を注意して見ていると、オ

オワシやオジロワシなどの猛禽が飛んでいるのも

見られます。ちょっと冒険心の強い方は雪尾根を

三角山まで歩いて行き、新雪にシュプールを描く

のもいいものです。人の踏んでいない雪上に目を

やると、動物の足跡が見られます。イタチの足跡

のようですが、どなたがつけた足跡か？あとをた

どると本人に出会えるかも。ゲレンデの両側は植

樹したトドマツばかりですが、ゲレンデの上に

は、ダケカンバやミヤマハンノキ、ナナカマドや

ホオノキなど葉を落とした広葉樹があります。木

の肌や冬芽を見て、礼文島にどんな木があるの

か、種類を調べるのも面白いでしょう。夏は笹に

道を阻まれ歩けない所も冬の間は自由に歩き回れ

ます。夏に気になっていた枯れた木に近寄ってみ

ると、クマゲラやアカゲラがつついたと見られる

食痕や、巣が見つかったりもします。礼文町史を

見るとエゾモモンガの記録があります。私はまだ

一度も見たことがありませんが、この島のどこか

で生き残っているかも知れません。そんな自分だ

けの秘密の楽しみを探しに、冬山に出かけてみま

しょう。

　　　　　　日の出　2000.1.3.　礼文島香深

　　　雪に覆われた山　2001.03.11.　礼文岳8合目付近
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　　　レブンクル写真事務所・今年の絵葉書セット２種類・お土産屋さんで販売中

　　　　　11月の自然日誌
1日、雨。ウソ雄死体-内路・田中
2日、曇一時雪。ウグイス雌死体-高山・須藤
3日、雨。メボソムシクイ保護-会所前・大野
4日、雪。ホオジロ庭に来た-大野。
7日、雪フェリー全便欠航。
11日、晴れ。オットセイ数日前から上泊築港-小林
12日、晴れ。久種湖-キンクロハジロ。牛放牧。
　船泊湾ミツユビ、ウミネコ、セグロ去った。
　金田岬（ゴマフアザラシ1）
　高山（ユキホオジロ20羽）
　上泊（ヒメウ）尺忍（ベニヒワ10羽）
　海岸にシノリガモ、ウミアイサ増えた。
　ハイイロチュウヒつがい-先週・道場
　ユキホオジロ-先週から金田岬-道場。
　コハクチョウ20羽-先週久種湖・道場。
　鰊大漁、イカ大漁。-鹿川。
19日晴れ+0.5度。獅子座流星群最大最良
　内路クマゲラ、アカゲラ、ミヤマホオジロ、ベニヒ
　ワ、香深井ユキホオジロ。オオワシ1鉄府-片川。
22日晴れ+7.5度。カマイルカ100頭-航路井関。
23日晴れ10.7度。利尻うっすら。久種湖（キンクロハ
　ジロ、ホオジロガモ、カワアイサ、オオタカ？）
　海馬島オオワシ1、アザラシ17）船泊ウミアイサ群
24日晴れ+9.9度1016hpl。
　礼文林道（オタマジャクシ、ホシガラス）
　上泊（オットセイ）久種湖（ウキゴリ）
　久種湖歩道ベニヒワ6、シマエナガ10）
25日+0.4度。996hpl。雪。未明から激しい雷雨。
28日雪-3.7度。真冬日。海馬島（オオワシ）。
　オオセグロカモメ若鳥保護-船泊保育所。
　香深井の海岸ウミアイサ百羽以上避難。

　　　　12月の自然日誌
7日雪-5.3度。午後欠航。
13日暖気雨、アワビ漁。利礼航路午後欠航。
　道路つるぐちゃ。晩7時雷近くに落ちた。
14日雪-10度。今年一番の冷え込み。土砂崩れ。
　地震震度1。利礼航路全便欠航。水道しばれた。
　入舟上空にオオワシ成鳥。
15日雪-9.1度。利礼航路全便欠航。
16日雪-3.7度。利礼航路全便欠航。
19日雪-6.7度雪かき。1017hpl̃1023hpl。
　船泊湾（コオリガモ2、ミミカイツブリ3、　　　
　シノリガモ群、ウミアイサ）
　幌泊（アザラシ5海中、シノリガモ）
　高山（アザラシ1海中、シノリガモ）
　上泊（ゴマフアザラシ4岩上今日初日、ヒメウ群、
　ミミカイツブリ1、シノリガモ）
　香深井（ウミアイサ群）、
　香深旧港（シノリガモ50）
　シロ、ワシ、オオセグロカモメ群
20日雪晴れ-6.1度。チゴハヤブサ須古頓新山。
21日晴れ-6.1度。北風、星空。
　オオワシ、オジロワシ元地-片川。
22日晴れ-4.1度。アワビ漁。
23日晴れ-3.6度。鹿漂着-浜中今野。
　上泊ゴマフアザラシ8頭。浜中オオワシ飛翔1。
　五番地オジロワシ飛翔1。
24日晴れ-4.1度。アワビ漁。
25日晴れ-5.9度。利尻日の出。香深オジロワシ。
　オジロワシ保護上泊-今野小本。
29日雪-6.9度。トド棲息調査。
　上泊ゴマフアザラシ10頭、ヒメウ10、ウミウ5、　

　シノリガモ20、ウミアイサ10、クロガモ1、　　　

　オオセグロ、ワシ、シロカモメ多数。

　知床トドアザラシ無し、オオワシ2-松岡。

　香深オオワシ1、ワシ、オオセグロカモメ多数。

　宗谷岬トド約30頭、抜海ゴマフ約80頭確認-村上。

30日雨+0.7～-5.1度。午後欠航。
31日晴れ-6.3～-5.5度。全便欠航。

　　　　　桃岩　2001.01.18.　元地

この時期、晴れ間は短いですが、新雪に当たる光はとて

も綺麗です。普段見慣れた風景が、特に美しく見える時

があります。家の中に閉じこもらずに時間をつくって散

策してみましょう。礼文の素晴らしさがまたひとつ見つ

かるかも知れません。

　　　　　　　ヒメウ　2001.01.31.　元地


